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事業所はのどかな農村地区にあり、交通の便に不自由を感 じている地域住民も多い。
そのために 「集 う場所」「本目談出来る場所」として、月 1回 「ミヤノ屋」 「法話」の日
を開催 している。 「ミヤノ屋」はおでんの日として住民も一緒に食事を楽しみ、地域
住民からも「同じ町内だけどなかなか会えない人とも会 うことができてとても楽しみ
にしている」と言 う声が聞かれ、地域の方の出場所、居場所として拠J煮 になってい

る。
これまでの集客型ではなく、限界集落を含めた在宅支援として 「訪問」中心に支えて
いる利用者も多い。

法人・

事業所
の特徴

合計

13人

その他

0人

事業所職員

2人

近隣事業所

0人

地域包括支援センター

1人

利用者家族

1人

利用者

1人

地域住民・地域団

体

6人

知見を有するもの

1人

市町村職員

1人
出席者

今回の改善計画

・改善計画をスタンフが意識 し

やすいよ うに 日報にファイルす

る。
・年 2回改善計画を確認 し、計

画を徹底する。

・コロナ禍で事業所に入れない

状況が続 くようであれば、運営

推進会議 (事業所外で予定)で利

用者の様子から「居心地」につい

て伝えていく。又施錠 していな

い事についても理由も含め説明

する。

意見

・自己評価はパー トさんも含め

行つているためばらつきが出て

いる。評価の数字だけみたら、何

もできていないように見える。
パー トさんがそこまで出来るの

かと思 う。
・改善計画はスタンフ間の情報

共有に重点をおいているものが

多 く達成可能な計画になつてい

る。

・事業所には 1度も入つていな

いので、居心地についてはわか

らないが、外から見る限 りは利

用者の笑顔もみ られ居心地がい

いのだと思 う。
・玄関は大きな戸があり入 りや

すいと思つた

前回の改善計画に対する取組み。結

果
。今年度については、スタッフ会

議は行えず、昼のミーティング

にて自己評価の意味や評価の仕

方について伝え、評価の視点の

資料を個別に渡 した。
・ 日報に改善計画をファイ リン

グしているが、定期的に振 り返

ることはできなかつた。

・コロナ禍において事業所への

立ち入 りは禁止 していた為、住

民が野菜や花を届けてくれ時は

外での対応を行つた。

前回の改善計画

。来年度の改善計画をスタップ

が意識 しやすいように日報にフ

ァイァレする。
・定期的にスタンフ会議にて改

善計画について確認する。

。今年度はコロナ禍の為地域住

民が事業所に気軽に立ち寄るこ

とが出来ず「しつらえ・環境」に

ついては特に意見はなかつた。

来年度の状況は不明だが地域住

民の声に耳を傾ける。

項   目

A.事 業所 自己評価

の確認

B.事業所の

しつらえ 。環境



・地域の行事の開催が減少 して
いるが、参加可能な行事を住民

に聞きながら参力日していく。
・事業所内行事 (ミ ヤノ屋、法話)

の再開についても状況を鑑みな

がら開催する。

・利用者の住む地域の行事の再

開にも敏感になり、参力日できる

ものについては積極的に参加す

る。

・会議はやはり参集型の方が、取

り組みが伝わ りやす く、又地域
の声も聞くことが出来るので、

可能な限り対面で行 う。

・運営推進会議で災害時での避

難方法や、事業所で出来る事を

伝えていく。

・金明地区全体では事業所のこ

とイま 7割 くらいの人が知つてい

ると思 う。
・スタンフの皆さんはきちんと

挨拶をしてくれている。
・「ミヤノ屋 (おでんの会)」 や「法

話」がなかつたので寂しかつた。
・子供を通 して事業所を知って

もらうのはいいと思 う。
・中には入れないけど、畑の作物

を持っていった
。地域の行事は出来なかつた

・テラスでくつろいでいる人と

スタッフが話をしているのを良

く見かけるので、利用者以外の

人にもかかわつていると思 つ

た。
・12月 に開催された運営推進会

議 は対面で直接話 をきいたの

で、事業所の取 り組みや利用者

の様子がとても分か りやすかつ

た。
・書面ではわからない。
・ しめ縄つくりを利用者 と行つ

ていると聞きびつくりした

・何かあつたら、言われなくても

助けイこいく。
・ここは海抜が高いので水害の

場合地区会館より安全や。
・事業所の防災計画は知らない
。地域 との繋がりが強い事業

所なので災害時には頼 りになる

と思 うが、頼 りにしていいと知

らない人もヤヽる。

・3月 26日 の金明地区老人会に

参加 し、事業所の紹介を行つた。
。今年度は地域や事業所行事が

なく、計画は実行出来なかった。
・今年度は「ミヤノ屋 (おでんの

会)」 や 「法話」は開催できなか

つたが、以前から参力日していた

住民ヘフレイル予防や熱中症予

防のチラシを持つて出向いた。

・地域行事が殆 ど中止になって

お り、参力日できていない。

・コロナ禍の為対面での開催は

地区会館にて 12月 に 1回行っ

た。その他はめ資料配布とした。

・地域の防災訓練はコロナ禍の

為に参加者を制限しての開催だ

ったため参加 していない。
・運営推進会議の開催は 1回の

みだつた

・状況次第だが今年度出来なか

つた婦人会行事での事業所の紹

介や学童保育とのクリスマス会

を行 う。
・コロナの状況が改善されず「ミ

ヤノ屋」「法話」が開催出来ず、

又地域行事も再開出来なかつた

時にはこれまで以上に地域住民

には挨拶の徹底を行 う。

又スタンフは地域住民を意識 し

気になる方についてはスタンフ

全員に申し送 り必要時はブラン

チが訪問する。
。今年度は地域行事が殆 ど中止

になつていたので、利用者が住

む地域の行事の再開には敏感に

なり、可能な限り参加する。

。今年度はコロナ禍の為運営推

進会議は開催出来なかったが、

来年度は状況次第だが運営推進

会議は事業所以外(地区会館や町

民会館)で行 う

・年間 6回の運営推進会議のう

ち 1回 を防災・災害について考
える会とし地域が事業所に求め

る事や事業所が地域に協力をお

願いする事等の意見交換を行

う。

C.事業所と地域の

かかわり

D.地域に出向いて

本人の暮らしを

支える取組み

E.運営推進会議を

活かした取組み

F.事業所の

防災・災害対策


